
819-0395 744 
TEL:092-802-2130 FAX:092-802-2139 

Mail:koho@jimu.kyushu-u.ac.jp 
PRESS RELEASE 2022/11/1   URL:https://www.kyushu-u.ac.jp 

111  

　別紙
  国登録有形⽂化財（建造物）の登録 
  ※令和5年2⽉27⽇付けで告⽰ 



旧九州帝国⼤学⼯学部本館
（九州⼤学旧⼯学部本館）

建設：1930年（昭和5年）
規模：地上3階地下1階塔屋付
構造：鉄筋コンクリート

⼀部鉄⾻鉄筋コンクリート
設計：倉⽥謙、⼩原節三
施⼯：清⽔組（現清⽔建設）

初期の鉄⾻鉄筋コンクリート造の建物として
全国的にも貴重。九州⼤学の代表的建築物で
あり、⼯学部設⽴のシンボルでもある。
諸室の中でも⼤空間をなす⼤講義室は圧巻。
正⾯⽞関などを中⼼に質の⾼い意匠が施され、
技術⼒の⾼さが窺えるタイルなど⾒所が多い。
内部の装飾や家具、照明なども華を添える。
箱崎キャンパスの顔として重要な役割を担う。

受賞歴：福岡市都市景観賞、近代化産業遺産群続33の選定

旧九州帝国⼤学本部事務室棟
（九州⼤学本部第⼀庁舎）

建設：1925年（⼤正14年）
規模：地上2階
構造：煉⽡
設計：倉⽥謙
施⼯：佐伯⼯務所（現佐伯建設）

⼤正12年に焼失した旧⼯科⼤学本館の煉⽡や
礎⽯を転⽤して旧観を復すように再建された。
煉⽡造の要式性・装飾性をよくとどめており、
煉⽡造最後期の建築物として価値が⾼い。
⽞関上部のアーチ、階により異なる形態の窓
など変化のある意匠が特徴的。
歴史的経過が分かりやすく銘板に記される。
⼯学部本館と対をなす配置の建物である。

受賞歴：福岡市都市景観賞

旧九州帝国⼤学⾨衛所
（九州⼤学正⾨⾨衛所）

建設：1914年（⼤正3年）
規模：地上1階
構造：煉⽡
設計：倉⽥謙
施⼯：鴻池組

箱崎サテライト最古の建造物であり、
歴史的意匠が⾼密度に残されている。

旧九州帝国⼤学本部建築課棟
（九州⼤学本部第三庁舎）

建設：1925年（⼤正14年）
規模：地上2階地下1階
構造：煉⽡
設計：倉⽥謙
施⼯：佐伯⼯務所（現佐伯建設）

本部事務室棟に併設された建造物で、
⼤正12年に焼失した旧⼯科⼤学本館の
煉⽡等が再利⽤されている。

箱崎サテライト 近代建築物一覧
（令和5年3月 登録有形文化財登録見込み）

※建物名の（ ）内は建物の通称名を⽰す
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